
 

 

 

 

 

栄光のかげに努力あり 
教  頭 

 
「努力したとしても報われるとは限らない。しかし努力しなければ報われることはない」
この言葉は、今年の高校野球夏の甲子園大会の選手宣誓の中で使われた言葉です。 
今年は、高校野球に加え、オリンピックも開催されました。競技である以上、勝敗とい

う決着は必然ですが、勝者にも敗者にもその姿にこの言葉を深く感じ取ることができまし

た。だからこそ多くの人々に感動を与えるのでしょう。私たちが、高校野球やオリンピッ
クに感動するのは、この「努力」に支えられた人間ドラマがあることを知っているからだ
と思います。そして、私たちもそれを大なり小なり体験してきたからだと思います。 
冒頭の言葉は、元メジャーリーガーのイチローさんが、選手宣誓をした智辯和歌山高校

を指導したときに伝えた言葉だそうです。天才と言われる人ほど努力することも天才と聞

きます。発明王エジソンもこう言っています。「天才とは１％のひらめきと 99％の努力で
ある」 
さて、約 1 か月の夏休みを終え学校に子供たちの元気な声が戻ってきました。今年は、

夏休みの課題として、科学研究か自由研究を選択して取り組むことにしました。子供たち
がそれぞれに課題を見付け、自分なりに取り組んだ成果を見られうれしく思いました。そ
こには「努力」の跡が見られたからです。自ら課題を見付け、自分なりの方法で解決して
いく力は、このような取組を積み重ねることによって少しずつ身に付くものです。学校で

も普段の学習の中でそのような力を高めていけるよう「努力」していきます。 
２学期が始まって間もなく、転入生を迎えました。１年生に新たな仲間が加わり全校児

童数は５２名となりました。登校初日に、みんなで教室前の廊下に出て転入生を迎えまし
た。その姿は子供たちのやさしさと上平小学校の温かさにあふれ、転入生も安心してスタ
ートできたのではないかと思います。 
最後に、義務教育学校の校名アンケートに多くの方に回答していただき、ありがとうご

ざいました。地域愛にあふれた素敵な案が多数寄せられ、これから設置協議会において検
討されます。一つに決めるにはかなり頭を悩ませそうです。どんな校名が誕生するかとて
も楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
南 砺 市 立 上 平 小 学 校 
学   校   だ   よ   り 
令 和 ６ 年 ９ 月 
 
上平小学校ホームページ 
https://kamitaira-e.nanto.ed.jp/ 

 １０月行事予定  

２日（水）クラブ 

  19:00 第４回義務教育学校設置協議会 

７日（月）民謡教室（全学年） 

８日（火）民謡リハーサル 

９日（水）学習発表会予行  委員会 

１２日（土）学習発表会 

１４日（月）スポーツの日 

１５日（火）振替休業日 

１６日（水）クラブ 

１７日（木）いも掘り（予備日 28 日） 

２１日（月）３年校外学習（南砺消防署） 

就学時健康診断 

12346 年 13:15 下校、５年 14:45 下校 

２２日（火）5 年校外学習（雄神大橋、六渡寺海岸等） 

２３日（水）委員会 

２８日（月）5 年校外学習（スズキ部品小矢部工場） 

２９日（火）１２年校外学習（南砺市立図書館） 

３０日（水）持久走大会（予備日 11 月 1 日） クラブ 



                          チ ー ム 高 学 年 
 

 砺波青少年自然の家で、一泊二日の宿泊学

習を行いました。子供たちはこの宿泊学習で、

「自律・協力・礼儀」の三つを意識して行動しよ

うと考え、チーム高学年の目当てとしました。 

様々な活動や生活場面を通して、三つの目

当てを意識した行動が見られました。 

・日程やきまりを守るなど、自分を律して行動しました。(自律) 

・班の友達と相談したり体調を気遣ったりするなど、声をかけ合

いました。（協力） 

・施設の方や他の団体に進んで挨拶をしました。（礼儀） 

上平小学校の代表として、三つの目当てを意識して立派に行

動することができ、所長さんからもおほめの言葉をいただきまし

た。今回の学びや成長をこれからの学校生活に生かすことがで

きるように支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民 謡 担 当 
 

学習発表会での民謡発表に向けて、地域の民謡保存会の方々を講師に招き、演目の練

習を行っています。今年は、「こきりこ」「といちんさ」「麦屋」の三つの演目を披露しま

す。子供たちは、民謡が大好きで、地域の伝統である民謡の素晴らしさを感じながら、

一生懸命練習に取り組んでいます。 

困難→「できる！」に                             特別支援教育コーディネーター 
 

 文部科学省によると、特別支援教育は、『障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に

向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズ

を把握し、そのもてる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指

導及び必要な支援を行うもの』とされています。 

 私は普段身に付けている眼鏡やコンタクトも同じだと考えています。見えないものを、

強い気持ちや努力だけで見るということは非常に困難です。そのときに、その人に合った

眼鏡やコンタクトを用意するという支援があれば、生活や学習上の困難を改善することが

できます。 

 子供を見ていると「やればできるはずなのにできない。」と感じることも

あります。しかし、そのようなときは、「なぜできないのか」「どうすればで

きるようになるのか」といった児童一人一人の気持ちに寄り添い、適切な支

援の方法について考える必要があります。 

子供の「できる！」がいっぱいの上平小学校にしていきたいと思います。 

 

 

 

  

 

 


